
 

  

平成３０年８月２５日（２０１８） 第００６３号 

『 グローブ』                                  

院長メモ 

小学校時代のこと、叔父から土産にもらったグロ

ーブを失くした。当時はまだ珍しかった少しピンク

がかった牛革製で、毎日枕元に置いて寝る程、

大切にしていたが、うっかりグランドに忘れてき

た。夜中に父親に頼んで学校まで行って懐中電

灯で探してまわったが見つからなかった。 
 しばらくして、悪友のパーマ屋（現在の美容院）の勝次が言った。『ひょっとして、山崎の

やつ持っていったんでねえ？あいつじっと見てたし。』小学生の小さな疑いが、決して賢

いとはいえなかった私の頭の中で大きくなった。 

山崎君は隣の炭鉱町に住んでいて、そこの部落の子は小４になると本校である私の学

校に編入することが当時の習わしだった。町外れの神社の裏山を、藪をかきわけながら

４～５kmの道のりを歩み、山崎君の住む部落の道にヒョコリ出た。 

道で出会った人に教えられたとおりに歩いて行くと、山崎君に偶然あった。背中に赤子を

背負い、両手にそっくりな顔をした双子の妹の手を引いていた。いまにして思えばいわゆ

る子守りをしていたのだろう。 

『山崎、俺のグローブ取ったべ？』『おら知らねえ、取ってねえ。』山崎君は困ったようなそ

して悲しそうな顔をして答えた。この後の記憶は定かではないが、しばらくして雨に打た

れてゴワゴワになった私のグローブが見つかった。バックネット裏の草むらにあったらし

い。その非を私は山崎君に謝ることもなく長い時間が過ぎた。そしてその出来事は、その

後も喉元に突き刺さった小さなトゲのように私の辛い記憶として残った。 

 

研修医となって初めて給料を頂いた。帰省時に仏壇に供え親孝行のつもりで母親に使っ

て欲しいと申し出た。母親は『ありがとうね。』と言うとすぐに、欲しい家具があるからこの

お金で買いたいと言う。母の案内で町はずれのとある商店の前に着くと、真新しい看板

に『山崎家具店』と書いてある。店に入ると小柄だがしっかりした体つきの男が振り返っ

た。『おっ！邦ちゃん（私のことである）しばらく！』真っ黒い顔に白い歯が笑った。母は店

中を歩きまわり、およそ必要とは思われないような家具を、実に私の初任給いっぱい購

入した。帰りの車の中で私が、あんな家具必要なのかと問い詰めると『山崎君は中学校

を出た後、自衛隊に入って双子の妹と弟の３人全員を高校まで行かせてやった。私は偉

い子だと思っている。その私の気持ちとあんたのグローブ事件のお詫びということ。』母

が知っていたとは夢にも思ってもいなかったのでたいそう驚いたが、ありがたかった。 

今でもその時の家具の幾つかは私の実家に置かれていて、それを見ると母親と買い物

に行ったこと、そして一言も私を責めることのなかった山崎君のことを思い出す。 
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○=休診日 ★=診療時間変更 

 

 ※ 都合により変更になる事がございます。 

ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３０年９月 

★  ９月 ８日（土） 午後休診 
               岩手西北医師会  

こんのクリニック２０周年 

記念感謝の集い 出席の為 
 

★  ９月 ９日（日） 休日救急当番医 
 

★  ９月１５日（土） 午後休診 
                           医大放射線医学教室 

同門会総会 出席の為 

             

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 

 休日当番医 
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